


特別展覧会　聖徳学園創立 90 周年記念

ちりめん本
—明治期に海を渡った日本の昔噺—

ちりめん本とは、ちりめん加工した和紙を用いた和
綴本のことです。とくに弘文社から出版されたちり
めん本は、その美しさによって海外からの注目を集
めました。本展では、本学で所蔵している「ちりめ
ん本」関連資料を、6 つのテーマで展示いたします。

2 「日本昔噺」シリーズの展開と翻訳者たち1 「日本昔噺」シリーズのはじまり

『桃太郎』 　『猿蟹合戦』 『花咲爺』
1885 年発行 　1885 年発行 1897 年発行 　1897 年発行1885 年発行 1887 年発行

『瘤取り』 『浦島』 『アイヌ民話集』

4 日本の文化と日本人の生活3 小泉八雲とちりめん本

5 ちりめん本のカレンダー

聖徳大学 8 号館 1 階　企画展示ギャラリー
JR 常磐線・JR 上野東京ライン・JR 乗り入れ地下鉄千代田線・新京成線「松戸」駅下車 徒歩 5 分
＊お車でのご来場は、ご遠慮ください。 　新型コロナウィルス感染症拡大によっては、開催状況を変更する場合があります。

『猫の絵を描いた
小僧』

『不老の泉』『化け蜘蛛』
1898 年発行 　1925 年発行1926 年発行 1903 年発行

『日本の人々の生活』

6 平紙本と出版の工夫

『1906 年』
1905 年発行

『1915 年』 平紙本『日本昔噺集』
1914 年発行 1885~1892 年発行 1887 年発行

『八ツ山羊』
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